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監 査 公 表 第 ２ ０ 号
地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 実 施 し た 定 期 監 査 の 結

果 は 、 次 の と お り で す 。
平 成 25年 ９ 月 20日

福 島 県 監 査 委 員 青 木 稔
福 島 県 監 査 委 員 亀 岡 義 尚
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

１ 監 査 実 施 期 間 平 成 25年 ７ 月 26日 ～ 平 成 25年 ８ 月 30日
２ 監 査 対 象 機 関 公 所 27箇 所
３ 監 査 の 結 果

原 子 力 セ ン タ ー 、 耶 麻 農 業 高 等 学 校 及 び 西 会 津 高 等 学 校 の ３ 機 関 は 平 成 23会 計 年 度
及 び 平 成 24会 計 年 度 の 財 務 に 関 す る 事 務 、 そ の 他 の 24機 関 は 平 成 24会 計 年 度 の 財 務 に
関 す る 事 務 に つ い て 実 施 し た 。
(1 ) 総 務 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職員調査年月日

相双地方振興 平成25年７月30日
平成25年８月30日 亀岡 義尚 尾形 克彦 実地監査

局 平成25年７月31日

上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
(2 ) 生 活 環 境 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職員調査年月日

原子力センター 平成25年７月30日 青 木 稔 尾形 克彦 実地監査 平成25年５月28日
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上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
(3 ) 保 健 福 祉 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職員調査年月日

衛 生 研 究 所 平成25年７月26日 青 木 稔 美馬武千代 書面監査 平成25年５月８日

環境医学研究
平成25年７月30日 青 木 稔 尾形 克彦 実地監査 平成25年５月28日

所

県北保健福祉 平成25年６月20日
平成25年８月28日 青 木 稔 美馬武千代 実地監査

事務所 平成25年６月21日

県中保健福祉 平成25年６月４日
平成25年８月27日 亀岡 義尚 尾形 克彦 実地監査

事務所 平成25年６月５日

県南保健福祉 平成25年６月11日
平成25年８月28日 亀岡 義尚 尾形 克彦 実地監査

事務所 平成25年６月12日

会津保健福祉 平成25年６月６日
平成25年８月７日 青 木 稔 美馬武千代 実地監査

事務所 平成25年６月７日

南会津保健福 平成25年６月25日
平成25年８月20日 青 木 稔 美馬武千代 実地監査

祉事務所 平成25年６月26日

○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 社 会 福 祉 施 設 等 入 所 費 負 担 金 の 現 年 度 分 徴 収 率 が 県 平 均 を 下 回 り 、 か つ 、 前
年 度 を 下 回 っ て い る 。 （ 県 北 保 健 福 祉 事 務 所 ）

上 記 以 外 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
(4 ) 農 林 水 産 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職員調査年月日

水 産 試 験 場 平成25年７月26日 亀岡 義尚 尾形 克彦 書面監査 平成25年５月17日

県北農林事務 平成25年６月25日
平成25年８月27日 亀岡 義尚 尾形 克彦 実地監査

所 平成25年６月26日

県南農林事務 平成25年７月４日
平成25年８月21日 青 木 稔 美馬武千代 実地監査

所 平成25年７月５日

相双農林事務 平成25年６月18日
平成25年８月27日 青 木 稔 美馬武千代 実地監査

所 平成25年６月19日

○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 福 島 県 農 業 振 興 事 業 補 助 金 に お い て 、 補 助 先 か ら 事 業 期 間 延 長 に よ る 事 業 計
画 変 更 届 が 提 出 さ れ た 際 に 、 事 業 変 更 承 認 申 請 書 の 提 出 の 指 示 を せ ず 、 支 出
負 担 行 為 の 変 更 及 び 事 業 期 間 の 変 更 指 令 書 の 交 付 を 行 わ な い ま ま 、 当 初 の 指
令 書 の 完 了 期 間 を 超 え て 事 業 が 完 了 し て い る 。 （ 県 北 農 林 事 務 所 ）

・ 災 害 調 査 業 務 設 計 に お い て 、 追 加 業 務 と し て 計 画 通 知 申 請 手 続 業 務 を 算 定 し
て い る が 、 建 築 ・ 設 備 設 計 監 理 業 務 委 託 料 算 定 基 準 に 基 づ き 適 正 に 算 定 さ れ
て お ら ず 、 設 計 額 が 過 小 （ 66 , 1 5 0円 ） と な っ て い る 。 （ 相 双 農 林 事 務 所 ）
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・ Ｅ Ｔ Ｃ カ ー ド 使 用 簿 の 管 理 者 （ 物 品 管 理 権 者 ） の 印 が 全 て 押 印 さ れ て い な い 。
（ 相 双 農 林 事 務 所 ）

・ 郵 便 切 手 に つ い て 、 月 平 均 使 用 額 68 , 6 1 0円 に 対 し 年 度 末 残 高 が 45 3 , 7 1 1円 と
な っ て お り 、 予 算 の 計 画 的 か つ 効 率 的 な 執 行 が な さ れ て い な い 。

（ 相 双 農 林 事 務 所 ）
上 記 以 外 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。

(5 ) 土 木 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職員調査年月日

県南建設事務 平成25年６月６日
平成25年８月28日 亀岡 義尚 尾形 克彦 実地監査

所 平成25年６月７日

会津若松建設 平成25年６月13日
平成25年８月７日 亀岡 義尚 尾形 克彦 実地監査

事務所 平成25年６月14日

喜多方建設事 平成25年６月４日
平成25年８月６日 青 木 稔 美馬武千代 実地監査

務所 平成25年６月５日

南会津建設事 平成25年６月18日
平成25年８月６日 亀岡 義尚 尾形 克彦 実地監査

務所 平成25年６月19日

相双建設事務 平成25年６月11日
平成25年８月28日 青 木 稔 美馬武千代 実地監査

所 平成25年６月12日

○ 下 記 の と お り 指 摘 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 今 後 こ の よ う な こ と の 生 じ な い よ う 適
正 な 事 務 処 理 に 努 め る こ と 。
指 摘 事 項
・ 旅 費 及 び 超 過 勤 務 手 当 の 支 給 に 著 し く 適 切 で な い も の が あ る 。
「 事 実 」
１ 「 早 朝 出 発 等 定 額 」 及 び 「 Ｅ Ｔ Ｃ カ ー ド 使 用 実 績 」 が あ る に も か か わ ら
ず 支 給 さ れ て い な い 旅 費 が 、 51件 （ 33 , 8 0 0円 ） あ る 。

２ 時 間 外 の 運 転 業 務 （ 車 内 業 務 を 含 む 。 ） で 支 給 さ れ て い な い 超 過 勤 務 手
当 が 、 職 員 Ａ ほ か ９ 名 分 （ 51 , 9 7 2円 ） あ る 。
昨 年 の 定 期 監 査 に お い て 旅 費 を 指 導 、 超 過 勤 務 手 当 を 指 摘 と し た に も か

か わ ら ず 、 チ ェ ッ ク 体 制 の 不 備 に よ り 支 給 漏 れ が 改 善 さ れ て い な い 。
「 是 正 、 留 意 ・ 改 善 の 意 見 」
旅 費 及 び 超 過 勤 務 手 当 の 支 給 に 当 た っ て は 、 職 員 に 制 度 内 容 、 支 給 要 件 等 を

十 分 周 知 す る と と も に 、 チ ェ ッ ク 体 制 を 強 化 し 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う
こ と 。 （ 県 南 建 設 事 務 所 ）
・ 歳 入 の 受 入 科 目 に 誤 り が あ る 。
「 事 実 」
国 道 252号 （ 七 日 町 工 区 ） 電 線 共 同 溝 整 備 工 事 に お い て 、 平 成 24年 度 電 線 共 同

溝 建 設 負 担 金 1,890 ,000円 を 収 入 す る に 当 た り 、 そ の 歳 入 科目 に つい て道 路橋 り ょ
う 整 備 負 担 金 で 調 定 し 、 収 入 す べ き と こ ろ を 、 都 市 計 画 事 業 負 担 金 で 調 定 し 、
収 入 し て い る 。
「 是 正 、 留 意 ・ 改 善 の 意 見 」
収 入 事 務 に 当 た っ て は 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 切 な 処 理 を 行 う こ と 。

（ 会 津 若 松 建 設 事 務 所 ）
・ 修 繕 工 事 等 の 発 注 に 係 る 事 務 処 理 に お い て 、 著 し く 適 切 で な い も の が あ る 。
「 事 実 」
平 成 24年 度 に 施 工 し た 柳 津 昭 和 線 落 石 防 護 網 修 繕 工 事 （ 大 沼 郡 三 島 町 大 字 滝

谷 地 内 ） に お い て 、 本 来 で あ れ ば 防 護 網 設 置 工 事 と し て 発 注 す べ き と こ ろ を 修
繕 工 事 と し て 随 意 契 約 に よ り 発 注 し て い る 。 ま た 、 当 該 工 事 の ほ か 次 の 修 繕 工
事 等 に つ い て 、 一 括 で 発 注 す べ き と こ ろ を 分 割 し て 随 意 契 約 に よ り 発 注 し て い
る 。

分 割 発 注 し て い る 修 繕 工 事 等 箇 所
・ 柳 津 昭 和 線 落 石 防 護 網 修 繕 工 事 （ 大 沼 郡 三 島 町 大 字 滝 谷 地 内 ） ３ 分 割
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・ 柳 津 昭 和 線 上 新 田 橋 橋 り ょ う パ ラ ペ ッ ト 部 修 繕 工 事 （ 河 沼 郡 柳 津 町 大 字 湯
八 木 沢 地 内 ） ２ 分 割

・ 国 道 401号 見 沢 橋 修 繕 工 事 （ 大 沼 郡 昭 和 村 大 字 大 芦 地 内 ） ２ 分 割
「 是 正 、 留 意 ・ 改 善 の 意 見 」
事 務 事 業 の 執 行 に 当 た っ て は 、 内 部 牽 制 を 強 化 し 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 切 に

行 う こ と 。 （ 会 津 若 松 建 設 事 務 所 ）
・ 着 手 土 木 工 事 に お い て 、 工 事 の 設 計 積 算 に 適 切 で な い も の が あ る 。
「 事 実 」
県 道 北 山 会 津 若 松 線 の 拡 幅 の た め の 道 路 改 良 工 事 に お い て 、 道 路 を 横 断 す る

暗 渠 の 据 付 け の 積 算 に 使 用 す る 歩 掛 を 誤 り 、 類 似 の 歩 掛 を 使 用 す る な ど し た た
め 、 2 , 8 2 5 , 5 5 0円 の 過 小 設 計 で あ る こ と が 工 事 着 手 後 に 判 明 し た 。
な お 、 正 し い 積 算 額 に 基 づ き 入 札 結 果 を 検 証 し た と こ ろ 、 現 契 約 者 が 低 入 札

価 格 調 査 の 失 格 基 準 に 該 当 し 失 格 と な る こ と が 判 明 し た た め 、 契 約 を 解 除 し 、
再 設 計 の 上 、 入 札 を や り 直 し て い る 。
１ 工 事 の 名 称 道 路 改 良 工 事
２ 内 容 正 設 計 額 85 , 1 9 4 , 9 0 0円

誤 設 計 額 82 , 3 6 9 , 3 5 0円
過 小 設 計 額 2 , 8 2 5 , 5 5 0円

「 是 正 、 留 意 ・ 改 善 の 意 見 」
工 事 の 設 計 積 算 に 当 た っ て は 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と は も と よ り 、

誤 積 算 の 排 除 に 向 け た 抜 本 的 な 取 組 を 始 め 、 チ ェ ッ ク 体 制 の 見 直 し 及 び 強 化 に
努 め る こ と 。 （ 喜 多 方 建 設 事 務 所 ）
・ 委 託 業 務 の 設 計 積 算 に 適 切 で な い も の が あ る 。
「 事 実 」
着 手 し て い る 地 質 調 査 業 務 委 託 に 係 る 設 計 積 算 に お い て 、 軟 弱 地 盤 解 析 の 電

子 成 果 品 作 成 費 を 直 接 人 件 費 に 軟 弱 地 盤 の た め の 係 数 を 乗 じ て 算 出 す べ き と こ
ろ 、 一 般 的 な 地 盤 解 析 の 係 数 を 乗 じ て 算 出 し て し ま っ た た め 142 , 800円 の 過 大 設
計 と な っ て い る 。
な お 、 正 し い 設 計 額 に 基 づ き 入 札 結 果 を 検 証 し た と こ ろ 、 本 来 は 別 の 応 札 者

を 契 約 の 相 手 方 と す べ き で あ っ た こ と が 判 明 し た た め 、 契 約 を 解 除 し 、 再 設 計
の 上 、 入 札 を や り 直 し て い る 。
１ 工 事 の 名 称 地 質 調 査 委 託
２ 内 容 正 設 計 額 7 , 6 2 3 , 0 0 0円

誤 設 計 額 7 , 7 6 5 , 8 0 0円
過 大 設 計 額 142 , 8 0 0円

「 是 正 、 留 意 ・ 改 善 の 意 見 」
調 査 委 託 の 設 計 積 算 に 当 た っ て は 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と は も と

よ り 、 誤 積 算 の 排 除 に 向 け た 抜 本 的 な 取 組 を 始 め 、 チ ェ ッ ク 体 制 の 見 直 し 及 び
強 化 に 努 め る こ と 。 （ 相 双 建 設 事 務 所 ）

○ 下記のとおり指導事項が認めら れたので、措置又は留意・改善するよう指導した。
指 導 事 項
・ 使 用 不 能 の た め 廃 棄 と な っ た 物 品 ２ 件 に つ い て 不 用 決 定 の 手 続 が 行 わ れ て い
な い 。 （ 県 南 建 設 事 務 所 ）

・ ダ ム 管 理 嘱 託 員 の 勤 務 を 月 17日 以 内 、 週 29時 間 以 内 と 定 め て い る が 、 ５ 週 分
が 週 32時 間 勤 務 と な っ て い る 。 （ 県 南 建 設 事 務 所 ）

・ 地 質 調 査 業 務 委 託 の 設 計 に お い て 、 電 子 成 果 品 作 成 費 等 積 算 に お け る 直 接 調
査 費 と 間 接 調 査 費 の 適 用 誤 り 、 軟 弱 地 盤 技 術 解 析 に お け る 解 析 業 務 費 の 費 目
コ ー ド 誤 り 及 び 電 子 成 果 品 作 成 費 の 歩 掛 コ ー ド 適 用 誤 り に よ り 、 過 大 設 計 で
あ る こ と が 契 約 締 結 後 判 明 し た 。
正 し い 積 算 額 に 基 づ き 入 札 結 果 を 検 証 し た と こ ろ 、 本 来 の 落 札 見 込 者 が 最

低 制 限 価 格 を 下 回 っ た と し て 失 格 と な っ て い た た め 、 当 該 契 約 を 解 除 し 、 再
設 計 の 上 、 入 札 を や り 直 し て い る 。 （ 県 南 建 設 事 務 所 ）

・ 道 路 舗 装 補 修 に お い て 、 本 来 で あ れ ば 道 路 維 持 補 修 工 事 と し て 発 注 す べ き と
こ ろ を １ 箇 所 が 100万 円 未 満 に な る よ う に 工 事 箇 所 を ７ 分 割 し て 、 舗 装 維 持 修
繕 業 務 委 託 （ 単 価 契 約 ） で 発 注 し て い る 。 （ 県 南 建 設 事 務 所 ）

・ 台 風 15号 に よ り 被 災 し た ３ 河 川 に お い て 、 被 害 報 告 額 等 の 積 算 を 十 分 に 行 わ
な か っ た た め 、 よ り 地 方 財 政 措 置 が 有 利 な 災 害 復 旧 工 事 （ 補 助 災 害 復 旧 事 業
又 は 一 般 単 独 災 害 復 旧 事 業 ） で 施 行 で き る と こ ろ を 一 般 単 独 災 害 復 旧 事 業 又
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は 河 川 海 岸 維 持 管 理 費 （ 県 単 維 持 補 修 費 ） に よ り 実 施 し て い る 。 ま た 、 同 じ
く 被 災 し た １ 河 川 に お い て 実 施 し た 災 害 復 旧 事 業 （ 補 助 災 害 復 旧 事 業 ） で 、
必 要 と な っ た 工 事 施 工 内 容 の 変 更 に つ い て 、 国 へ の 変 更 協 議 手 続 を 行 え ば よ
り 地 方 財 政 措 置 が 有 利 な 災 害 復 旧 事 業 （ 補 助 災 害 復 旧 事 業 ） で 施 行 で き た と
こ ろ を 河 川 海 岸 維 持 管 理 費 （ 県 単 維 持 補 修 ） に よ り 実 施 し て い る 。

（ 県 南 建 設 事 務 所 ）
・ ア ス フ ァ ル ト 合 材 単 価 購 入 契 約 （ 全 天 候 型 常 温 合 材 ） で 購 入 し た 原 材 料 に つ
い て 、 原 材 料 出 納 簿 が 作 成 さ れ て お ら ず 、 受 入 量 、 消 費 量 及 び 現 在 量 が 確 認
で き な い 。 （ 県 南 建 設 事 務 所 ）

・ 契 約 金 額 の 減 額 変 更 に 伴 い 、 福 島 県 工 事 請 負 契 約 約 款 第 34条 第 ７ 項 に 基 づ く
前 払 金 の 返 還 請 求 を 行 う 必 要 が あ っ た に も か か わ ら ず 、 返 還 請 求 を 行 っ て い
な い 。 （ １ 件 340 , 0 0 0円 ） （ 会 津 若 松 建 設 事 務 所 ）

・ 土 木 工 事 に お い て 、 発 注 時 に SAM工 法 で 設 計 す べ き と こ ろ を EPS工 法 で 設 計 を
し て お り 、 当 初 設 計 が 過 小 と な っ て い る 。 ま た 、 EPS工 法 か ら SAM工 法 に 設 計
変 更 を す る 際 に 、 材 料 費 と 施 工 費 に つ い て 変 更 契 約 す べ き と こ ろ を 、 材 料 費
の み を 工 事 内 容 変 更 伺 で 処 理 し て い る 。 （ 会 津 若 松 建 設 事 務 所 ）

・ 豪 雨 災 害 に よ り 被 災 し た 河 川 に お い て 、 よ り 地 方 財 政 措 置 が 有 利 な 災 害 復 旧
工 事 （ 補 助 災 害 復 旧 工 事 又 は 一 般 単 独 災 害 復 旧 工 事 ） で 施 行 で き る と こ ろ を
生 活 基 盤 緊 急 改 善 事 業 （ 県 単 公 共 事 業 ） に よ り 実 施 し て い る 。

（ 会 津 若 松 建 設 事 務 所 ）
・ 道 路 舗 装 補 修 材 に つ い て 、 支 払 が ３ か 月 以 上 遅 延 し て い る 。

（ 南 会 津 建 設 事 務 所 ）
・ 公 用 自 動 車 に つ い て 、 不 用 を 決 定 し 廃 棄 処 分 を す る 際 に 、 支 出 と な る 廃 車 費
用 と 収 入 と な る 売 払 代 金 の 見 積 り の 徴 取 を せ ず 無 償 で 業 者 に 廃 車 を 依 頼 し 、
収 入 と 支 出 の 事 務 手 続 を し な い ま ま 廃 車 処 分 を し て い る 。

（ 南 会 津 建 設 事 務 所 ）
・ 技 術 指 導 に 係 る 講 師 の 旅 費 及 び 報 償 費 に つ い て 、 技 術 指 導 終 了 か ら ９ か 月 遅
延 し て 支 払 っ て い る 。 （ 南 会 津 建 設 事 務 所 ）

・ 舗 装 維 持 修 繕 業 務 委 託 契 約 （ 単 価 契 約 ） に お い て 、 契 約 書 上 は 業 務 完 了 届 の
受 理 後 10日 以 内 に 検 査 す る 定 め と し て い る が 、 検 査 が 大 幅 に 遅 延 し た こ と に
よ り 、 支 払 が ３ か 月 以 上 遅 延 し て い る 。 （ 南 会 津 建 設 事 務 所 ）

・ 県 営 住 宅 使 用 料 の 現 年 度 分 徴 収 率 が 県 平 均 を 下 回 り 、 か つ 、 前 年 度 を 下 回 っ
て い る 。 （ 相 双 建 設 事 務 所 ）

・ 工 事 請 負 代 金 の 減 額 変 更 に 伴 い 、 前 払 金 の 超 過 額 の 返 還 調 定 を 行 っ た が 、 実
際 に は 必 要 の な い 調 定 で あ る に も か か わ ら ず 、 そ の 調 定 を 取 り 消 し て い な い 。

（ 相 双 建 設 事 務 所 ）
・ 道 路 橋 り ょ う 工 事 に 係 る 電 子 閲 覧 用 の 金 抜 き 設 計 図 書 に お い て 、 共 通 仮 設 費
及 び 現 場 管 理 費 の 補 正 条 件 に つ い て 、 誤 っ た 表 示 を し て し ま っ た た め 、 電 子
閲 覧 用 図 書 に よ り 積 算 し た 額 に 基 づ く 最 低 制 限 価 格 に よ り 入 札 結 果 を 検 証 し
た と こ ろ 、 契 約 相 手 方 は 失 格 と な る こ と が 判 明 し た た め 契 約 を 解 除 し 、 再 設
計 し た 上 で 入 札 を や り 直 し て い る 。 （ 相 双 建 設 事 務 所 ）

(6 ) 教 育 委 員 会

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職員調査年月日

県中教育事務
平成25年８月20日 青 木 稔 美馬武千代 実地監査 平成25年６月25日

所

会津教育事務
平成25年７月26日 亀岡 義尚 尾形 克彦 書面監査 平成25年５月16日

所

岩瀬農業高等
平成25年７月26日 亀岡 義尚 尾形 克彦 書面監査 平成25年４月25日

学校

喜多方桐桜高
平成25年７月26日 青 木 稔 美馬武千代 書面監査 平成25年５月15日

等学校

耶麻農業高等
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平成25年７月26日 青 木 稔 美馬武千代 書面監査 平成25年５月９日
学校

西会津高等学
平成25年７月26日 青 木 稔 美馬武千代 書面監査 平成25年５月10日

校

いわき海星高
平成25年７月26日 亀岡 義尚 尾形 克彦 書面監査 平成25年５月15日

等学校

勿来工業高等
平成25年７月26日 青 木 稔 美馬武千代 書面監査 平成25年５月16日

学校

○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 高 等 学 校 授 業 料 収 入 の 債 権 管 理 ・ 回 収 が 適 切 で な い 。 （ 岩 瀬 農 業 高 等 学 校 ）
・ 旅 費 の 支 給 が ３ か 月 以 上 遅 延 し て い る 。 （ 岩 瀬 農 業 高 等 学 校 ）
・ 高 等 学 校 授 業 料 収 入 の 債 権 管 理 ・ 回 収 が 適 切 で な い 。 （ 喜 多 方 桐 桜 高 等 学 校 ）
・ 実 習 田 で 栽 培 ・ 収 穫 し た 水 稲 の 副 産 物 小 米 の 売 払 い の 際 に 、 平 成 24年 11月 24
日 に 現 物 を 相 手 方 に 引 き 渡 し た が 、 代 金 の 調 定 を 平 成 25年 ３ 月 29日 に 行 っ て
い る 。 （ 耶 麻 農 業 高 等 学 校 ）

・ 学 校 職 員 に 対 す る 製 作 品 の 売 払 い を 行 う 際 、 事 務 処 理 要 領 に 基 づ く 委 任 状 徴
収 及 び 代 理 人 報 告 を 行 っ て お ら ず 、 職 員 別 売 払 台 帳 も 未 整 備 と な っ て い る 。

（ い わ き 海 星 高 等 学 校 ）
・ 産 業 廃 棄 物 処 理 業 務 委 託 に お い て 、 見 積 参 加 業 者 甲 が 運 搬 業 務 の み で 処 分 が
で き な い こ と が 判 明 し た た め 、 見 積 合 わ せ を し な い ま ま 業 者 甲 が 紹 介 し た 業
者 乙 と 別 途 処 分 の 契 約 を し て い る 。 （ い わ き 海 星 高 等 学 校 ）

上 記 以 外 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
(7 ) 公 安 委 員 会

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職員調査年月日

会津若松警察
平成25年８月７日 青 木 稔 美馬武千代 実地監査 平成25年６月12日

署

上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 ２ １ 号
地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 実 施 し た 県 公 営 企 業 に

係 る 定 期 監 査 を 執 行 し た 結 果 は 、 次 の と お り で す 。
平 成 25年 ９ 月 20日

福 島 県 監 査 委 員 青 木 稔
福 島 県 監 査 委 員 亀 岡 義 尚
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

監 査 対 象 機 関 福 島 県 企 業 局
執 行 年 月 日 平 成 25年 ７ 月 25日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 亀 岡 義 尚

美 馬 武 千 代
（ 工 業 用 水 道 事 業 ）
第 １ 決 算 及 び 財 務 の 状 況

平 成 24年 度 に お け る 決 算 及 び 財 務 の 状 況 は 、 損 益 計 算 書 、 貸 借 対 照 表 そ の 他 の 財 務
諸 表 に お お む ね 適 正 に 表 示 さ れ て お り 、 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 に つ い て は 、 お お む
ね 適 正 に 行 わ れ て い る も の と 認 め ら れ る 。

第 ２ 事 業 経 営 の 状 況
当 年 度 に お け る 工 業 用 水 道 事 業 の 業 務 運 営 の 状 況 は 、 総 給 水 量 345 , 6 02 , 3 4 6ｍ3で 、 前

年度に比べ 27,277,769ｍ3（ 8.6％）増加しているが、これは給水量がほぼ東日本大震災前の水準
に 戻 っ た た め で あ る 。



平成25年９月20日 金曜日 福 島 県 報 号外第62号7

ま た 、 当 年 度 に お け る 建 設 改 良 事 業 に つ い て は 、 磐 城 工 業 用 水 道 第 ２ 期 改 築 事 業 に
お け る 配 水 管 布 設 替 工 事 な ど を 実 施 し て い る 。
経 営 成 績 で は 、 事 業 収 益 が 2 , 3 6 4 , 1 7 2 , 5 7 3円 に 対 し 事 業 費 用 は 2 , 6 8 1 , 1 7 1 , 1 3 8円 で 、

当 年 度 の 純 損 失 は 316 , 9 9 8 , 5 6 5円 と な っ て お り 、 前 年 度 よ り 58 0 , 9 3 2 , 2 7 7円 損 益 が 悪 化
し た が 、 こ れ は 主 に 営 業 費 用 に 係 る 固 定 資 産 除 却 費 が 前 年 度 よ り 573 , 0 08 , 5 3 5円 増 加 し
た こ と に よ る も の で あ る 。
○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 消 費 税 額 の 計 算 に 誤 り が あ る 。

（ 地 域 開 発 事 業 ）
第 １ 決 算 及 び 財 務 の 状 況

平 成 24年 度 に お け る 決 算 及 び 財 務 の 状 況 は 、 損 益 計 算 書 、 貸 借 対 照 表 そ の 他 の 財 務
諸 表 に 適 正 に 表 示 さ れ て お り 、 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 に つ い て は 、 適 正 に 執 行 さ れ
て い る も の と 認 め ら れ る 。

第 ２ 事 業 経 営 の 状 況
当 年 度 に お け る 地 域 開 発 事 業 の 実 績 は 、 白 河 複 合 型 拠 点 に お い て 業 務 用 地 5 , 5 7 5 . 6 0

ｍ2と 住 宅 用 地 6 , 1 1 8 . 2 7ｍ2を 分 譲 し て い る 。
ま た 、 Ｂ 工 区 に つ い て は 、 平 成 25年 度 末 の 工 場 用 地 引 渡 し に 向 け 、 着 実 に 用 地 造 成

工 事 を 推 進 し て い る 。
当 年 度 末 に お け る 分 譲 率 は 、 田 村 西 部 工 業 団 地 が 79 . 2％ 、 白 河 複 合 型 拠 点 （ 造 成 済

み ） の 工 場 用 地 が 80 . 6％ 及 び 業 務 用 地 ・ 住 宅 用 地 が 56 . 3％ と な っ て い る 。 ま た 、 当 年
度 末 に お け る 未 分 譲 地 の 面 積 は 、 田 村 西 部 工 業 団 地 が 133 , 2 6 1 . 4 7ｍ2、 白 河 複 合 型 拠 点
（ 造 成 済 み ） の 工 場 用 地 が 42 , 2 4 8 . 9 5ｍ2、 業 務 用 地 ・ 住 宅 用 地 が 70 , 1 9 0 . 1 1ｍ2と な っ て
い る 。
経 営 成 績 の 状 況 に つ い て は 、 事 業 収 益 261 , 5 2 4 , 9 7 2円 に 対 し 事 業 費 用 は 925 , 5 9 7 , 6 6 2

円 で 、 当 年 度 の 純 損 失 は 664 , 0 72 , 6 9 0円 と な っ て い る 。 こ れ は 、 地 価 の 下 落 や 他 地 域 と
の 競 合 な ど に よ り 原 価 を 下 回 る 販 売 価 格 と し て い る こ と や 、 企 業 債 利 息 な ど の 支 出 を
要 し た こ と な ど に よ る も の で あ る 。
損 失 額 は 前 年 度 と 比 べ 249 , 9 7 2 , 0 6 2円 （ 60 . 4％ ） 増 加 し て い る が 、 こ れ は 、 前 年 度 よ

り も 土 地 売 却 が 進 み 、 売 却 に 係 る 損 失 が 大 幅 に 増 加 し た た め で あ る 。 ま た 、 累 積 欠 損
金 は 9 , 4 6 3 , 7 0 1 , 4 5 1円 に 達 し て い る 。
○ 指 摘 等 事 項

特 に 認 め ら れ な か っ た 。

監 査 対 象 機 関 福 島 県 企 業 局 い わ き 事 業 所
執 行 年 月 日 平 成 25年 ７ 月 24日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 亀 岡 義 尚

美 馬 武 千 代
事 業 経 営 の 状 況
給 水 事 業 を 行 っ て い る が 、 そ の 事 業 管 理 の 状 況 は 適 正 で あ る と 認 め ら れ る 。
○ 指 摘 等 事 項

特 に 認 め ら れ な か っ た 。

監 査 対 象 機 関 福 島 県 病 院 局
執 行 年 月 日 平 成 25年 ７ 月 29日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 青 木 稔

尾 形 克 彦
（ 福 島 県 立 病 院 事 業 ）
第 １ 決 算 及 び 財 務 の 状 況

平 成 24年 度 に お け る 決 算 及 び 財 務 の 状 況 は 、 損 益 計 算 書 、 貸 借 対 照 表 そ の 他 の 財 務
諸 表 に お お む ね 適 正 に 表 示 さ れ て お り 、 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 に つ い て は 、 お お む
ね 適 正 に 行 わ れ て い る も の と 認 め ら れ る 。

第 ２ 事 業 経 営 の 状 況
大 野 病 院 が 、 東 日 本 大 震 災 及 び 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 に 伴 い 閉 鎖 し て

い る こ と か ら 、 平 成 24年 度 に お い て 利 用 可 能 な 施 設 は 、 ５ 病 院 、 許 可 病 床 数 650床 で あ
り 、 患 者 数 は 、 延 べ 348 , 3 3 0人 と な っ て い る 。
患 者 数 の 内 訳 は 、 入 院 が 延 べ 126 , 406人 、 外 来 が 延 べ 221 , 924人 で 、 前 年 度 に 比 べ て 、

入 院 は 14 , 5 4 1人 （ 10 . 3％ ） 減 少 し 、 外 来 は 2 , 9 3 9人 （ 1 . 3％ ） 増 加 し 、 合 計 で は 11 , 6 0 2
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人 （ 3 . 2％ ） の 減 少 と な っ た 。 そ の 主 な 要 因 は 、 喜 多 方 病 院 に お い て 、 会 津 医 療 セ ン
タ ー の 開 所 に 向 け て 平 成 24年 12月 末 で 入 院 業 務 を 終 了 す る な ど 診 療 体 制 を 縮 小 し た こ
と に よ る も の で あ る 。
経 営 成 績 で は 、 総 収 益 11 , 7 4 8 , 9 6 2 , 6 3 9円 に 対 し 総 費 用 が 12 , 7 2 1 , 9 9 9 , 5 1 3円 で あ り 、

純 損 失 は 973 , 0 36 , 8 7 4円 と 前 年 度 に 比 べ 26 , 6 38 , 3 8 9円 （ 2 . 8％ ） 損 失 額 が 増 加 し て お り 、
繰 越 欠 損 金 を 加 え た 累 積 欠 損 金 は 27 , 5 6 3 , 8 2 5 , 5 5 5円 に 達 し て い る 。
純 損 失 額 が 増 加 し た の は 、 診 療 単 価 の 増 に よ り 収 益 が 増 加 し た も の の 、 会 津 医 療 セ

ン タ ー 準 備 室 職 員 負 担 金 の 増 に 伴 う 費 用 増 加 や 、 一 般 会 計 繰 入 金 （ 補 助 金 ） の 減 な ど
の 収 益 の 減 少 が あ っ た こ と に よ る も の で あ る 。
ま た 、 平 成 24年 度 に お い て 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ ら れ た 負 担 金 ・ 補 助 金 は 、 収 益 的

収 入 の 4 , 7 4 1 , 8 3 6 , 3 2 9 円 と 資 本 的 収 入 の 1 , 0 2 0 , 3 9 7 , 7 3 7 円 を 合 計 す る と 、 総 額
5 , 7 6 2 , 2 3 4 , 0 6 6円 と な っ て い る が 、 こ れ は 前 年 度 と 比 較 し て 73 , 9 1 4 , 7 1 4円 （ 1 . 3％ ） 減
少 し て い る 。

（ 病 院 局 ）
事 業 収 支 （ 単 位 円 ）

区 分 年 度 平 成 24年 度 平 成 23年 度 増 減

事 業 収 益 1 , 2 2 6 , 1 9 6 , 6 8 2 1 , 7 7 7 , 1 7 8 , 8 2 9 △ 55 0 , 9 8 2 , 1 4 7

事 業 費 用 259 , 5 7 1 , 5 1 1 4 7 3 , 2 8 4 , 1 4 2 △ 21 3 , 7 1 2 , 6 3 1

純 損 益 966 , 6 2 5 , 1 7 1 1 , 3 0 3 , 8 9 4 , 6 8 7 △ 33 7 , 2 6 9 , 5 1 6

平 成 24年 度 の 収 支 は 、 繰 延 勘 定 償 却 の 減 少 に よ り 費 用 が 259 , 5 7 1 , 5 1 1円 で 前 年 度 に 比
べ 213 , 7 1 2 , 6 3 1円 （ 45 . 2％ ） 減 少 し た が 、 経 営 改 革 支 援 経 費 な ど の 一 般 会 計 補 助 金 の 減
少 に よ り 、 収 益 が 1 , 2 2 6 , 1 9 6 , 6 8 2円 で 前 年 度 に 比 べ 55 0 , 9 8 2 , 1 4 7円 （ 3 1 . 0％ ） 減 少 し た
た め 、 純 利 益 は 966 , 6 2 5 , 1 7 1円 と 前 年 度 に 比 べ 337 , 2 6 9 , 5 1 6円 （ 25 . 9％ ） 減 少 し た 。
○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 消 費 税 額 の 計 算 に 誤 り が あ る 。

監 査 対 象 公 所 県 立 矢 吹 病 院
執 行 年 月 日 平 成 25年 ７ 月 30日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 青 木 稔

尾 形 克 彦
第 １ 事 業 経 営 の 状 況
１ 取 扱 患 者 数 （ 単 位 人 ）

区 分 年 度 平 成 24年 度 平 成 23年 度 増 減

入 院 50 , 3 6 8 5 9 , 9 1 7 △ 9 , 5 4 9

外 来 15 , 2 8 1 1 4 , 4 5 1 8 3 0

２ 事 業 収 支 （ 単 位 円 ）

区 分 年 度 平 成 24年 度 平 成 23年 度 増 減

事 業 収 益 1 , 6 8 8 , 4 2 9 , 2 6 5 1 , 7 4 1 , 7 1 7 , 6 2 8 △ 53 , 2 8 8 , 3 6 3

事 業 費 用 1 , 6 8 8 , 6 2 9 , 5 3 8 1 , 7 4 1 , 7 1 7 , 0 5 7 △ 53 , 0 8 7 , 5 1 9

純 損 益 △ 200 , 2 7 3 5 7 1 △ 20 0 , 8 4 4

第 ２ 経 営 管 理 の 状 況
平 成 24年 度 の 利 用 状 況 は 、 入 院 患 者 数 延 べ 50 , 3 6 8人 、 外 来 患 者 数 延 べ 15 , 2 8 1人 で あ

り 、 前 年 度 に 比 べ 入 院 は 9,549人 （ 15.9％ ） の 減 少 、 外 来 は 830人 （ 5.7％ ） の 増 加 と な っ
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た 。 入 院 患 者 減 少 の 要 因 は 、 東 日 本 大 震 災 被 災 患 者 の 退 院 に よ る も の で あ る 。
事 業 収 支 は 、 費 用 が 1 , 6 8 8 , 6 2 9 , 5 3 8円 と 前 年 度 に 比 べ 53 , 0 8 7 , 5 1 9円 （ 3 . 0％ ） 減 少 し

た が 、 収 益 も 1 , 6 8 8 , 4 2 9 , 2 6 5円 で 前 年 度 に 比 べ 53 , 2 8 8 , 3 6 3円 （ 3 . 1％ ） 減 少 し た た め 、
前 年 度 は 純 利 益 が 571円 で あ っ た が 、 当 年 度 は 純 損 失 が 200 , 2 7 3円 と な っ て い る 。
な お 、 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ ら れ た 精 神 病 院 増 こ う 経 費 負 担 金 を 除 い た 実 質 の 純 損

失 で 比 較 す る と 、 損 失 額 は 74 , 2 9 4 , 3 2 1円 増 加 し て お り 、 経 営 状 態 は 厳 し い も の と な っ
て い る 。
○ 下 記 の と お り 指 摘 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 今 後 こ の よ う な こ と が 生 じ な い よ う 適
切 な 事 務 処 理 に 努 め る こ と 。
指 摘 事 項
・ 預 り 金 の 経 理 に 著 し く 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。
「 事 実 」

預 り 金 （ 源 泉 徴 収 所 得 税 ） に つ い て 、 適 切 な 処 理 が な さ れ て い な い も の が
あ る 。

未 納 付 分 1 , 3 7 2 , 8 9 7円
過 納 付 分 1 , 8 7 3円

監 査 対 象 公 所 県 立 喜 多 方 病 院
執 行 年 月 日 平 成 25年 ７ 月 29日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 青 木 稔

尾 形 克 彦
第 １ 事 業 経 営 の 状 況
１ 取 扱 患 者 数 （ 単 位 人 ）

区 分 年 度 平 成 24年 度 平 成 23年 度 増 減

入 院 5 , 3 9 0 1 2 , 1 5 4 △ 6 , 7 6 4

外 来 26 , 0 3 7 3 0 , 2 7 7 △ 4 , 2 4 0

２ 事 業 収 支 （ 単 位 円 ）

区 分 年 度 平 成 24年 度 平 成 23年 度 増 減

事 業 収 益 718 , 5 3 5 , 3 4 9 8 2 6 , 6 4 0 , 2 4 8 △ 10 8 , 1 0 4 , 8 9 9

事 業 費 用 1 , 1 1 2 , 1 7 1 , 2 0 9 1 , 1 7 4 , 2 9 8 , 4 6 0 △ 62 , 1 2 7 , 2 5 1

純 損 益 △ 393 , 6 3 5 , 8 6 0 △ 34 7 , 6 5 8 , 2 1 2 △ 45 , 9 7 7 , 6 4 8

第 ２ 経 営 管 理 の 状 況
平 成 24年 度 の 利 用 状 況 は 、 入 院 患 者 数 延 べ 5 ,3 90人 、 外 来 患 者 数 延 べ 26 , 0 37人 で 、 前

年 度 に 比 べ 入 院 は 6 , 7 6 4人 （ 55 . 7％ ） 、 外 来 は 4 , 2 4 0人 （ 14 . 0％ ） と も に 減 少 し た 。 減
少 の 要 因 は 、 会 津 医 療 セ ン タ ー の 開 所 に 向 け て 平 成 24年 12月 末 で 入 院 業 務 を 終 了 す る
な ど 診 療 体 制 を 縮 小 し た こ と に よ る も の で あ る 。
事 業 収 支 は 、 費 用 が 1 , 1 1 2 , 1 7 1 , 2 0 9円 と 前 年 度 に 比 べ 62 , 1 2 7 , 2 5 1円 （ 5 . 3％ ） 減 少 し

た が 、 収 益 が 718 , 5 35 , 3 4 9円 で 前 年 度 に 比 べ て 108 , 1 04 , 8 9 9円 （ 13 . 1％ ） 減 少 し た た め 、
純 損 失 は 393 , 6 3 5 , 8 6 0円 と 前 年 度 に 比 べ 45 , 9 7 7 , 6 4 8円 （ 13 . 2％ ） 増 加 し た 。
○ 指 摘 等 事 項

特 に 認 め ら れ な か っ た 。

監 査 対 象 公 所 県 立 会 津 総 合 病 院
執 行 年 月 日 平 成 25年 ７ 月 29日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 青 木 稔

尾 形 克 彦
第 １ 事 業 経 営 の 状 況
１ 取 扱 患 者 数 （ 単 位 人 ）
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区 分 年 度 平 成 24年 度 平 成 23年 度 増 減

入 院 44 , 1 0 7 3 5 , 5 1 2 8 , 5 9 5

外 来 99 , 2 9 7 9 1 , 9 7 9 7 , 3 1 8

２ 事 業 収 支 （ 単 位 円 ）

区 分 年 度 平 成 24年 度 平 成 23年 度 増 減

事 業 収 益 4 , 5 5 0 , 8 4 6 , 1 9 0 3 , 3 3 5 , 3 1 0 , 1 5 5 1 , 2 1 5 , 5 3 6 , 0 3 5

事 業 費 用 5 , 8 1 3 , 2 1 7 , 8 4 1 4 , 9 3 6 , 9 7 8 , 8 8 4 8 7 6 , 2 3 8 , 9 5 7

純 損 益 △ 1 , 2 6 2 , 3 7 1 , 6 5 1 △ 1 , 6 0 1 , 6 6 8 , 7 2 9 3 3 9 , 2 9 7 , 0 7 8

第 ２ 経 営 管 理 の 状 況
平 成 24年 度 の 利 用 状 況 は 、 入 院 患 者 数 延 べ 44 , 1 0 7人 、 外 来 患 者 数 延 べ 99 , 2 9 7人 で 、

前 年 度 に 比 べ 入 院 は 8 , 5 9 5人 （ 24 . 2％ ） 、 外 来 は 7 , 3 1 8人 （ 8 . 0％ ） と も に 増 加 し た 。 入
院 患 者 増 加 の 要 因 は 東 日 本 大 震 災 の 被 災 に よ り 一 部 休 止 し て い た 病 棟 機 能 を 平 成 24年
５ 月 に 再 開 し た た め な ど で あ り 、 外 来 患 者 増 加 の 要 因 は 常 勤 医 師 の 配 置 に よ る 内 科 の
診 療 体 制 の 充 実 な ど に よ る も の で あ る 。
事 業 収 支 は 、 費 用 が 5 , 8 1 3 , 2 1 7 , 8 4 1円 と 前 年 度 に 比 べ 87 6 , 2 3 8 , 9 5 7円 （ 17 . 7％ ） 増 加

し た が 、 収 益 が 4 , 5 5 0 , 8 4 6 , 1 9 0円 で 前 年 度 に 比 べ て 1 , 2 1 5 , 5 3 6 , 0 3 5円 （ 3 6 . 4％ ） 増 加 し
た た め 、 純 損 失 は 1 , 26 2 , 3 7 1 , 6 5 1円 と 前 年 度 に 比 べ 339 , 2 9 7 , 0 7 8円 （ 21 . 2％ ） 減 少 し た 。
○ 下 記 の と お り 指 摘 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 今 後 こ の よ う な こ と が 生 じ な い よ う 適
切 な 事 務 処 理 に 努 め る こ と 。
指 摘 事 項
・ 預 り 金 の 経 理 に 著 し く 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。
「 事 実 」

預 り 金 （ 源 泉 徴 収 所 得 税 ） に つ い て 、 適 切 な 処 理 が な さ れ て い な い も の が
あ る 。

未 納 付 分 1 , 4 1 4 , 2 4 0円
過 納 付 分 1 , 9 0 2 , 2 3 0円

○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 過 年 度 医 業 未 収 金 の 管 理 及 び 回 収 に 適 切 で な い も の が あ る 。

監 査 対 象 公 所 県 立 宮 下 病 院
執 行 年 月 日 平 成 25年 ７ 月 10日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 亀 岡 義 尚

美 馬 武 千 代
第 １ 事 業 経 営 の 状 況
１ 取 扱 患 者 数 （ 単 位 人 ）

区 分 年 度 平 成 24年 度 平 成 23年 度 増 減

入 院 4 , 5 4 8 7 , 5 0 4 △ 2 , 9 5 6

外 来 16 , 1 0 7 1 7 , 8 1 7 △ 1 , 7 1 0

２ 事 業 収 支 （ 単 位 円 ）

区 分 年 度 平 成 24年 度 平 成 23年 度 増 減

事 業 収 益 620 , 1 1 9 , 9 1 2 7 2 7 , 9 2 3 , 2 9 6 △ 10 7 , 8 0 3 , 3 8 4
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事 業 費 用 621 , 1 2 0 , 1 9 4 7 2 9 , 0 4 1 , 0 5 6 △ 10 7 , 9 2 0 , 8 6 2

純 損 益 △ 1 , 0 0 0 , 2 8 2 △ 1 , 1 1 7 , 7 6 0 1 1 7 , 4 7 8

第 ２ 経 営 管 理 の 状 況
平 成 24年 度 の 利 用 状 況 は 、 入 院 患 者 数 延 べ 4 , 54 8人 、 外 来 患 者 数 延 べ 16 , 1 0 7人 で 、 前

年 度 に 比 べ 、 入 院 は 2 , 9 5 6人 （ 39 . 4％ ） 、 外 来 は 1 , 7 1 0人 （ 9 . 6％ ） と も に 減 少 し た 。 入
院 患 者 減 少 の 要 因 は 東 日 本 大 震 災 被 災 患 者 の 退 院 に よ る も の で あ り 、 外 来 患 者 減 少 の
要 因 は 投 薬 の 長 期 投 与 患 者 の 増 に よ り 来 院 回 数 が 減 少 し た こ と な ど に よ る も の で あ る 。
事 業 収 支 は 、 収 益 が 62 0 , 1 1 9 , 9 1 2円 で 前 年 度 に 比 べ て 107 , 8 0 3 , 3 8 4円 （ 14 . 8％ ） 減 少

し 、 費 用 が 62 1 , 1 2 0 , 1 9 4円 と 前 年 度 に 比 べ 10 7 , 9 2 0 , 8 6 2円 （ 14 . 8％ ） 減 少 し た た め 、 純
損 失 は 1 , 0 0 0 , 2 8 2円 と 前 年 度 に 比 べ 117 , 4 7 8円 （ 10 . 5％ ） 減 少 し た 。
な お 、 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ ら れ た 不 採 算 地 区 病 院 運 営 費 負 担 金 を 除 い た 実 質 の 純

損 失 で 比 較 す る と 、 損 失 額 は 54 , 4 5 1 , 6 6 7円 増 加 し て お り 、 経 営 状 態 は 依 然 と し て 厳 し
い も の と な っ て い る 。
○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 契 約 の 事 務 手 続 に 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。
・ 収 入 事 務 に お い て 、 手 続 に 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。
・ 前 渡 資 金 の 精 算 事 務 手 続 に 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。

監 査 対 象 公 所 県 立 南 会 津 病 院
執 行 年 月 日 平 成 25年 ７ 月 ９ 日 （ 実 地 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 亀 岡 義 尚

美 馬 武 千 代
第 １ 事 業 経 営 の 状 況
１ 取 扱 患 者 数 （ 単 位 人 ）

区 分 年 度 平 成 24年 度 平 成 23年 度 増 減

入 院 21 , 9 9 3 2 5 , 8 6 0 △ 3 , 8 6 7

外 来 65 , 2 0 2 6 4 , 4 6 1 7 4 1

２ 事 業 収 支 （ 単 位 円 ）

区 分 年 度 平 成 24年 度 平 成 23年 度 増 減

事 業 収 益 2 , 2 8 8 , 6 3 6 , 9 3 9 2 , 2 8 6 , 4 5 2 , 7 1 9 2 , 1 8 4 , 2 2 0

事 業 費 用 2 , 2 9 0 , 6 7 2 , 4 9 4 2 , 2 8 8 , 1 9 6 , 9 1 6 2 , 4 7 5 , 5 7 8

純 損 益 △ 2 , 0 3 5 , 5 5 5 △ 1 , 7 4 4 , 1 9 7 △ 29 1 , 3 5 8

第 ２ 経 営 管 理 の 状 況
平 成 24年 度 の 利 用 状 況 は 、 入 院 患 者 数 延 べ 21 , 9 9 3人 、 外 来 患 者 数 延 べ 65 , 2 0 2人 で 、

前 年 度 に 比 べ 入 院 は 3,867人 （ 15 .0％ ） の 減 少 、 外 来 は 741人 （ 1.1％ ） の 増 加 と な っ た 。
入 院 患 者 減 少 の 要 因 は 整 形 外 科 で の 手 術 減 少 な ど に よ る も の で あ り 、 外 来 患 者 増 加 の
要 因 は 小 児 科 の 常 勤 医 師 配 置 に よ り 患 者 が 定 着 し た こ と な ど に よ る も の で あ る 。
事 業 収 支 は 、 収 益 が 2 , 2 8 8 , 6 3 6 , 9 3 9円 で 前 年 度 に 比 べ て 2 , 1 8 4 , 2 2 0円 （ 0 . 1％ ） 増 加 し

た も の の 、 費 用 が 2 , 2 9 0 , 6 7 2 , 4 9 4円 で 前 年 度 に 比 べ 2 , 4 7 5 , 5 7 8円 （ 0 . 1％ ） 増 加 し た こ と
か ら 、 純 損 失 は 2 , 0 3 5 , 5 5 5円 と 前 年 度 に 比 べ 291 , 3 5 8円 （ 16 . 7％ ） 増 加 し た 。
な お 、 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ ら れ た 不 採 算 地 区 病 院 運 営 費 負 担 金 を 除 い た 実 質 の 純

損 失 で 比 較 す る と 、 損 失 額 は 56 , 8 0 8 , 1 8 2円 増 加 し て お り 、 経 営 状 態 は 依 然 と し て 厳 し
い も の と な っ て い る 。
○ 下 記 の と お り 指 摘 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 今 後 こ の よ う な こ と が 生 じ な い よ う 適
切 な 事 務 処 理 に 努 め る こ と 。
指 摘 事 項
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・ 預 り 金 の 経 理 に 著 し く 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。
「 事 実 」

預 り 金 （ 源 泉 徴 収 所 得 税 ） に つ い て 、 適 切 な 処 理 が な さ れ て い な い も の が
あ る 。

未 納 付 分 454 , 4 2 9円
過 納 付 分 12 , 7 8 4円
本 人 未 還 付 分 3 , 2 1 0円

○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 扶 養 手 当 認 定 の 誤 り に よ り 、 扶 養 手 当 、 寒 冷 地 手 当 等 が 過 払 い と な っ て い る 。
・ 契 約 事 務 に つ い て 、 履 行 確 認 に 適 正 を 欠 く も の が あ る 。

監 査 対 象 公 所 県 立 大 野 病 院
執 行 年 月 日 平 成 25年 ７ 月 26日 （ 書 面 監 査 ）
担 当 監 査 委 員 青 木 稔

尾 形 克 彦
第 １ 事 業 経 営 の 状 況
１ 取 扱 患 者 数 （ 単 位 人 ）

区 分 年 度 平 成 24年 度 平 成 23年 度 増 減

入 院 0 0 0

外 来 0 0 0

２ 事 業 収 支 （ 単 位 円 ）

区 分 年 度 平 成 24年 度 平 成 23年 度 増 減

事 業 収 益 656 , 1 9 8 , 3 0 2 8 5 1 , 2 1 5 , 2 4 5 △ 19 5 , 0 1 6 , 9 4 3

事 業 費 用 936 , 6 1 6 , 7 2 6 1 , 1 4 9 , 3 2 0 , 0 9 0 △ 21 2 , 7 0 3 , 3 6 4

純 損 益 △ 280 , 4 1 8 , 4 2 4 △ 29 8 , 1 0 4 , 8 4 5 1 7 , 6 8 6 , 4 2 1

第 ２ 経 営 管 理 の 状 況
平 成 24年 度 の 利 用 状 況 は 、 当 病 院 が 東 日 本 大 震 災 及 び 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電

所 事 故 に 伴 い 、 平 成 23年 ３ 月 12日 か ら 閉 鎖 と な っ て い る こ と か ら 、 入 院 及 び 外 来 患 者
数 の 実 績 は な い 。
事 業 収 支 は 、 収 益 は 原 子 力 損 害 賠 償 請 求 に よ る 賠 償 金 が 主 な も の で あ り 、

65 6 , 1 9 8 , 3 0 2円 で 前 年 度 に 比 べ て 19 5 , 0 1 6 , 9 4 3円 （ 22 . 9％ ） 減 少 し た 。 費 用 は 、 人 件 費
が 主 な も の で あ り 、 936 , 61 6 , 7 2 6円 と 前 年 度 に 比 べ 212 , 7 03 , 3 6 4円 （ 18 . 5％ ） 減 少 し た 。
○ 指 摘 等 事 項

特 に 認 め ら れ な か っ た 。
（ 監 査 総 務 課 ）


